
（別紙３）

～ 2025年2月28日

（対象者数） 15 （回答者数） 8

～ 2025年2月28日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

専門的支援実施加算に結び付けられるような取り組みを増やしてい
きたい。

3

活動プログラムが固定しないようにしている。 新しいプログラムを導入する際に、検討会議等により、継続すべ
きものを取捨選択し、よりよいものが残っているように心掛けて
いる。

心理スタッフが多い。 児童発達支援管理責任者に頼ることなく、心理的知見を盛り込め
るようにしている。

児童館（児童センター）を積極的に利用している。

2025年1月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年3月20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 Buddy Go!

○保護者評価実施期間
2025年1月15日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表（児童発達支援）公表



改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

学校での「参観」にあたる事業は行ってきているため、この機会を
うまく活用していきたい。

2

3

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者との情報交流の機会が少ない 元々、保護者会等を行わずに運営してきたこともあり、加えるこ
とが難しくなっている。


